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【研究プロジェクト名および概要】 

I. 喘息・COPD・気道系疾患に関する研究 
アレルギー性疾患、慢性閉塞性肺疾患、気道系疾患は、患者症例数が多く医学的にも社会的にも重要な疾患で
ある。これらの疾患の問題点を臨床研究および基礎研究にて解決して診断と治療に還元することを目的として
いる。 

1. 生物学的製剤使用の難治性喘息の実態調査と治療効果の解析 
2. 閉塞性肺疾患のフェノタイプ及びエンドタイプを評価することを目的とした前向きコホート研究 
3. 気管支喘息患者に対する LAMA 投与に関する後方視的解析 
4. 気道内及び腸内細菌叢と COPD 病期・予後との関連解析 
5. 生物学的製剤使用の難治性喘息の粘液栓に関する CT 画像解析を用いた前向きコホート研究 

 
II. 抗サイトカイン抗体と稀少呼吸器疾患、宿主免疫との関連に関する研究 
肺胞蛋白症や播種性 MAC 症を中心に抗サイトカイン抗体の発現と発症機序の関連について研究を行ってい
る。また、各稀少肺疾患の新規治療法の開発を目指し基礎・臨床研究を行っている。 

1． 抗 IFNγ自己抗体、抗 IL-6 自己抗体、抗 GM-CSF 自己抗体のスクリーニング系を用いて稀少呼吸器疾
患、宿主免疫との関連を検討 

2． 肺胞蛋白症の病態、治療における免疫細胞機能解析 
3． iPS 細胞を用いた難治性遺伝性呼吸器疾患の病態解析と新規治療法開発 
4． 自己免疫性肺胞蛋白症に対する GM-CSF 吸入の臨床応用と劇症型に関する臨床研究 
5． 自己免疫性肺胞蛋白症に対する Biphasic cuirass ventilator：BCV）併用下での全肺洗浄の有効性、安全性

の検討 
6． 肺胞蛋白症に対する Intrapulmonary percussive ventilation（IPV）の有効性の検討 
7． 自己免疫性肺胞蛋白症に対する電子麻酔記録をもちいた全肺洗浄下の酸素化動態の解明と体位に関する

後方視的解析 
8． GM-CSF 欠損マウス、Csf2ra 欠損マウス、Csf2rb 欠損マウスを用いた肺胞蛋白症の病態解析 

 
III. 肺癌に関する研究 
肺癌治療は遺伝子診断を基礎にした個別化治療が進んでおり、肺癌の治療成績向上に向けた研究を行ってい
る。さらに新規の抗癌剤や分子標的治療薬や免疫療法について、効果や有害事象予測因子の発見を目指してい
る。 

1. 小細胞癌の腫瘍随伴性マクロファージの役割の解明に関する研究 
2. 担癌マウスモデル用いた間質性肺炎急性増悪発症機序の解明 
3. 口腔内・腸内細菌叢が及ぼす癌治療効果促進・抑制・治療耐性誘導メカニズムの解明 
4. 肺癌免疫療法による凝固・線溶系システムへの影響に関する研究 
5. 放射線治療が誘導する抗腫瘍免疫応答への影響解析 
6. NSCLC における Trop2 発現と予後及び p53 との 関連性についての研究 
7. 肺扁平上皮癌 p53 N+C(+)症例の予後不良の機序に関する研究 
8. 小細胞肺癌の増殖抑制効果を持つ pSTAT3 阻害化合物の探索に関する研究 
9. NSCLC 患者における CD74 発現と間質性肺炎 irAE との関連性についての研究 

10. 免疫チェックポイント阻害薬の治療効果と血中アミノ酸・脂肪酸の関連性に関する研究 
11. 非小細胞肺癌患者に免疫チェックポイント阻害薬の治療効果に影響する食生活に関する研究 
12. 間質性肺炎合併肺癌患者における急性増悪の予測としての FDG-PET-CT 検査の有用性とそのメカニズム 

の解明 
 
 

IV. 呼吸管理に関する研究 
実地臨床で遭遇する肺機能・呼吸管理の問題をテーマとして取り上げ、症例のデータを集積し解析することに
よって、経過や予後に影響を与える重要な因子を同定し、臨床に役立てる研究を行っている。 

1.  抜管後喉頭浮腫予測のためのカフフローテストの有用性の検討 
2.  呼吸器疾患（間質性肺炎、進行肺癌）における 4 meter 歩行試験と予後との関連の検討 
3.  iVAPS モードの適応疾患と有用性、問題点の検討 

 
   V. びまん性肺疾患・間質性肺疾患・急性肺損傷に関する研究 

間質性肺炎の急性増悪や線維化進行のメカニズムの解明を中心に末梢血や気管支肺胞洗浄細胞、細胞株、動
物モデルを用いて細胞・分子レベルでの病態解明に取り組んでいる。また臨床データの集積・解析により治
療効果・予後の解析や治療効果のバイオマーカーの解析も行っている。 

1.  抗線維化薬の治療効果予測因子の探究・長期投与例の解析 



2.  早期 IPF に対する Nintedanib 治療の有効性の検討 
3.  間質性肺炎特異的な末梢血 immune gene signature の同定と画像解析、及び間質性肺炎発症機序解明 
4.  ３次元イメージングを用いた肺線維化過程における血管・神経ダイナミクスの解明 
5.  膠原病関連 ILD におけるマクロファージの機能的変化と発症機序の解明 
6.  口腔内・気管内・腸内細菌叢の間質性肺炎発症・急性増悪への影響の解明、及び病態の進行・予後への

影響の解明 
7.  抗 MDA−５抗体陽性間質性肺炎発症・進行に関する機能病態解析 

 
 

VI. 呼吸器感染症に関する研究 
人口の超高齢化による肺炎死亡の増加、医療技術の進歩に伴う日和見感染症の増加、耐性菌増加による難治性
感染症の増加や COVID-19 流行など 21 世紀においても感染症は重要な位置を占めている。疾患リスク因子の
検討や新たな病原微生物同定法の開発および緑膿菌をはじめとした難治性慢性下気道感染の病態制御を目指し
た研究に取り組んでいる。 
1. 肺ノカルジア症の適切な初期治療法の開発 
2. 多剤耐性緑膿菌に対する新規治療法の開発 
3. 非結核性抗酸菌感染症の感染発症の機序解明と感染進行・治療抵抗性関連バイオマーカーの同定 
4. 口腔内・気管内・腸内細菌叢が及ぼす非定型抗酸菌症発症・進行・治療経過に与える影響解析 
5. 熊本県下の COVID-19 感染重症患者の疫学調査及び観察研究 
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【特殊技術・特殊装置】 

1. 呼気 NO 測定装置、スパイロメーター、Unrestrained Whole Body Plethysmography、MostGraph、呼気 CO
測定装置、高二酸化炭素換気応答測定装置 
2. コンベックス走査式超音波気管支鏡ガイド下生検(EBUS-TBNA)による診断手技 
3. ポータブル気管支内視鏡システム 
4. PCR 装置、in situ PCR 装置、Western-blot 装置、ELISA 用吸光光度計、沈降抗体検査 
5. 実体顕微鏡、蛍光顕微鏡、クライオスタット装置、サイトスピン装置 
6. 細胞培養用インキュベーター、ティッシュオーガンバスシステム、クリーンベンチ 
7. 共焦点レーザー顕微鏡、フローサイトメーター・セルソーター、病理画像解析ソフトウｴア STRATA 
QUEST 
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